In vivo spectroscopy of human eye for the investigation of age-related manular degeneration by 安野 嘉晃 & ヤスノ ヨシアキ
加齢黄班変性の発生機構解明のためのヒト眼底分子
ラマン分光イメージング装置の開発
著者 安野 嘉晃
発行年 2009
その他のタイトル In vivo spectroscopy of human eye for the
investigation of age-related manular
degeneration
URL http://hdl.handle.net/2241/104694
 様式 C-19 
科学研究費補助金研究成果報告書 
 
平成 21 年 5 月 28 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 
加齢黄斑変性による眼底変化を極初期で発見するための非侵襲眼底画像化手法の開発を行った。
プロジェクト初期では、従来実現に成功されていなかった 1um の波長帯域をプローブとして
用いた眼底三次元断層画像化装置の開発を行った。この装置は臨床プロトタイプの開発が完了
し、現在大阪大学病院において臨床試験が開始されている。さらに、本装置で得られた３次元
画像をフーリエ得解析することにより眼底の深さ分解分光情報を得るための手法開発を行った。
本アルゴリズムは初期開発段階ではあるものの、現時点で酸化・還元ヘモグロビンによる光吸
収の情報の情報をある程度抽出することが可能である。 
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１．研究開始当初の背景 
研究開始時点では、深さ分解された眼底の分
光情報を取得する方法は皆無であった。一般
的な意味での眼底の分光情報を取得する装
置は存在したものの、臨床上重要な情報を得
ることは難しかった。これは、本来別系統の
循環系であるはずの網膜血流と脈絡膜血流
（それぞれことなった深さを循環する）が混
在していたためである。 
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２．研究の目的 
加齢黄斑変性(AMD)のメカニズム解明、お
よび、早期診断のための眼底検査装置を開発
する。AMD はその発病初期において網膜下
の脈絡膜に異常な新生血管が発生すること
がしられている。そこで、本プロジェクトは
光断層法、分光法を初期 AMD の検出、さら
に、その発症メカニズム解明に応用すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
開発開始初期段階ではラマン分光を疾患検
出のキーととらえて基礎検討を行った。しか
し、装置の大型化、安全基準の問題、さらに、
米国における先行研究による知財コンフリ
クトの問題を考慮し、「非侵襲 三次元分光」
とそれを用いた AMD 検査と手法の一部を変
更した。この変更により、まず、開発前半部
において、従来開発がおこなわれていなかっ
た 1um 帯域の光をプローブとして用いた
OCT 装置の開発・実用化を行った。次に、こ
の装置より得られた深さ分解分光情報を主
成分分析を用いて解析する手法の開発を行
った。これは、上記装置によってえられた深
さ分解スペクトルを主成分分析によりその
主成分に分析し、それぞれの主成分と各吸収
分子の関連を割り出す手法である。 
 
４．研究成果 
本プロジェクトにより、第一に、1um帯域の
OCT装置の実用化に成功した。これにより、
脈絡膜における病態の可視化が可能になり、
AMDおよび中心性漿液性網脈絡膜炎の早期診
断が可能になった。この二つの疾患は現在日
本での罹患率が増加している疾患であり、こ
れらの診断が早期に可能になった意義は大
きい。 
分光手法に関してはいまだ初期的な段階で
あるが、従来複数のグループが試みながらも
有意な情報を得ることができなかった「深さ
分解された分光情報取得」の初期的なデモン
ストレーションが可能となった。これは、従
来のこころみがすべて 830nm帯域の波長を使
用していたことに対し、本プロジェクトにお
いては 1um帯域のプローブを用いたことに起
因する。この分光手法の開発は今後、企業の
支援のもとに開発が継続される。 
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